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10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　９月 13日、浜坂地域婦人会（加藤福子会長）による「三世代交流体験事業」が浜坂子育
て支援センターで行われ、同婦人会員 15名の指導のもと、19組 41名の親子がおはぎづく
りに挑戦しました。参加した子ども達も作業を手伝い、出来上がったおはぎを美味しそうに
食べていました。
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町政のうごきから

　10 月 1 日から、ごみの分別区分が一部変更になりました。町民の皆さまにご理解とご協力をいただき、
順調に進めることができています。そこで、今回は、新しい分別区分のポイントと「プラスチック製容器
包装」、「その他ビン」、「ガラス・陶器類」を中心に、ごみの分別について説明会等でいただいた質問を紹
介します。　　　　　　　　　　◆問合せ　町民課 ℡ 82-5621 ／温泉総合支所 地域振興課 ℡ 92- 1131

10 月１日から

ごみの分別区分が一部変わりました！

●１０月からの新分別区分（網掛けの欄が変更となった区分）

みなさまのご理解とご協力をお願いします

減らそうごみ！進めよう資源化！
詳しくは、9 月上旬に配布したチラシ「ごみの分別が変わります」をご覧ください。

町ホームページにも掲載しています。

これまでの分別区分 １０月１日からの新分別区分

1 燃えるごみ 1 燃えるごみ
2 プラスチック製容器包装

2

びん類

（4種）

無色透明ビン 3

びん類

（5種）

無色透明ビン
3 茶色ビン 4 茶色ビン

4 その他ビン・ガラス・陶器類 5 その他ビン
6 ガラス・陶器類

5 蛍光管類 7 蛍光管類
6
かん類

（4種）

ペットボトル 8
かん類

（4種）

ペットボトル
7 飲料カン（スチール・アルミ） 9 飲料カン（スチール・アルミ）
8 その他カン・金属類 10 その他カン・金属類
9 電池類 11 電池類
10 紙類

（3種）

紙パック 12 紙類

（3種）

紙パック
11 段ボール 13 段ボール
12 その他紙製容器包装 14 その他紙製容器包装
13 粗大ごみ（可燃・不燃） 15 粗大ごみ（可燃・不燃）

●新しい分別のポイント
　1プラスチック製容器包装
　　　　　　このプラマークの付いた容器や包装は汚れをきれいに落として乾かし、「プラスチック製容       
　　　　　　器包装」用の指定袋に分別してください。収集日は「その他紙製容器包装」と同じ日です。
　　注）　　マークがあっても汚れのとれないもの、　　マークのないプラスチックやビニールなどの製品
　　　　は「燃えるごみ」に分別してください。
　2ペットボトルの出し方の変更
　　プラスチック製容器包装の分別区分追加に伴い、ペットボトルの「ラベル」と「キャップ」を「プラ
　　スチック製容器包装」用の指定袋に分別してください。
　　注）ペットボトル本体は、これまでどおり、かん類の「ペットボトル」に分別します。
　3「その他ビン」、「ガラス・陶器類」
　　これまでの「その他ビン・ガラス・陶器類」を新たに「その他ビン」と「ガラス・陶器類」に分別します。
　　「その他ビン」は、茶色、無色・透明以外の飲食用の壊れていないビンです。
　　「ガラス・陶器類」は、陶磁器、ガラス食器、耐熱ガラス、板ガラス、植木鉢、壊れた飲食用ビンなどです。



3 広報しんおんせん（10月号）

H24（2012）.10.11

町政のうごきから

そ
の
他
ご
み
全
般

Ｑ　

カ
ミ
ソ
リ
な
ど
金
属
が
付
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

Ａ
　
ハ
ン
マ
ー
な
ど
で
叩
い
て
、
金

属
と
分
け
て「
燃
え
る
ご
み
」で
出
す

か
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、「
燃

え
る
ご
み
」で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
ミ
ソ
リ
は
危
険
性
を
考
慮
し
、
説

明
会
で
は
「
燃
え
る
ご
み
」
と
説
明

し
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
右
記
の

要
領
で
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

も
っ
と
小
さ
い
「
燃
え
る
ご
み
」

の
指
定
袋
は
で
き
な
い
の
？

Ａ
　
紙
や
プ
ラ
製
容
器
包
装
の
分
別
が

進
む
と
、
今
ま
で
の
燃
え
る
ご
み
は

大
変
少
な
く
な
り
ま
す
。
今
年
度
の

状
況
を
調
査
し
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

分
別
し
た
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
？

Ａ
　
ビ
ン
類
は
、
細
か
く
し
た
後
に
新

し
い
ビ
ン
と
し
て
再
生
さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
も
軍
手
な
ど
の
繊

維
と
し
て
再
生
さ
れ
た
り
、
鉄
工
所

な
ど
の
炉
の
燃
料
に
利
用
さ
れ
た
り

し
ま
す
。

＊
Ｑ
＆
Ａ
の
中
で「
プ
ラ
製
容
器
」は「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
」の
略

　

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
ご
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

新
し
い
分
別
区
分
へ
の
関
心
が
非
常
に

高
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
分
別
の
徹
底
を
実
践
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

― 

お
詫
び
と
訂
正 

―

①　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
指
定
袋
が
、
既
に
在
庫
不
足
と
な

り
、
次
回
の
入
荷
は
11
月
中
旬
の
予

定
で
す
。
そ
の
間
、「
そ
の
他
紙
製

容
器
包
装
」
の
指
定
袋
を
代
用
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
販
売
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②　

い
き
い
き
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
の
浜

坂
地
域
、
ご
み
収
集
Ａ
コ
ー
ス
に
つ

い
て
、
誤
っ
て
11
月
３
日
（
土
）
を

ビ
ン
の
収
集
日
と
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

③　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
表
示
の

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
う
ち
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
の
欄
の
「
白
色
ト
レ
イ
」
は
正
し

く
は
「
食
品
ト
レ
イ
」
で
す
。

　

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ　

洗
面
器
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
　
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の

は
「
プ
ラ
製
容
器
包
装
」
に
、
プ
ラ

マ
ー
ク
が
な
い
も
の
は
、「
燃
え
る

ご
み
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

月
1
回
の
収
集
で
十
分
な
の
？

Ａ
　
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
次
年

度
か
ら
収
集
回
数
を
増
や
す
こ
と
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
月
1
回
の
収
集
と
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

事
業
所
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
場
合
は
ど
う

す
る
の
？

Ａ
　
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
む
場
合
も
同
様
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
指
定
袋
以
外
で
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
そ
の
他
ビ
ン
」　
　
　

「
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
」

Ｑ　

ラ
ベ
ル
は
剥
が
す
の
？

Ａ
　
極
力
剥
が
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
無
理
な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

そ
の
他
ビ
ン
も
洗
う
の
？

Ａ
　
他
の
ビ
ン
同
様
に
、
必
ず
洗
っ
て

乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
等
で
い
た
だ
い
た
質
問

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

Ｑ　

ど
の
程
度「
洗
っ
て
乾
か
す
」の
？

Ａ
　
外
袋
が
汚
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

洗
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汚
れ
は

き
れ
い
に
落
と
し
、
必
要
に
応
じ
水

洗
い
し
て
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。
油

分
の
あ
る
汚
れ
は
、
洗
剤
等
を
使
用

し
て
流
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

洗
っ
て
も
取
れ
な
い
汚
れ
は
ど
う

す
る
の
？

Ａ
　
汚
れ
の
落
ち
な
い
も
の
は
、
今
ま

で
ど
お
り
「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

プ＊

ラ
製
容
器
の
ト
レ
イ
や
ボ
ト
ル

等
の
ラ
ベ
ル
は
ど
う
す
る
の
？

Ａ
　
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
ラ
ベ

ル
は
、
そ
の
ま
ま
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。
紙
製
の
ラ
ベ
ル
は
で
き
る
だ
け

剥
が
し
て
く
だ
さ
い
。（
剥
が
せ
な

い
も
の
は
、
付
け
た
ま
ま
プ
ラ
製
容

器
包
装
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。）

Ｑ　

細
か
く
し
て
出
し
て
良
い
の
？

Ａ
　
か
さ
ば
る
物
は
細
か
く
し
て
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
プ

ラ
製
容
器
以
外
の
も
の
と
混
合
し
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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【 

種
牛
の
部
１
部 

】（
今
年
１
月
か
ら
３
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　

	

今
年
１
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
オ
ス　

34
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

て
る
ひ
ろ　
　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

　
　
　
　
　

二
席　

み
よ
３　
　
　
　
　

久
斗
山
・
中
村
文
吾

　
　
　
　
　

三
席　

ゆ
き
ひ
め　
　
　
　

飯
野
・
中
井
豊
枝

　
　
　
　
　

四
席　

た
け
ひ
め
２　
　
　

飯
野
・
村
尾
和
広

　
　
　
　
　

五
席　

と
み
ひ
め
２　
　
　

多
子
・
竹
下
与
輔

【 

種
牛
の
部
２
部 

】（
今
年
４
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

27
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

ゆ
き
ひ
め
５　
　
　

久
斗
山
・
中
村
文
吾

　
　
　
　
　

二
席　

あ
き
た
だ　
　
　
　

飯
野
・
中
井
の
り
子

　
　
　
　
　

三
席　

よ
し
は
な　
　
　
　

海
上
・
植
田
光
隆

　
　
　
　
　

四
席　

さ
く
ら　
　
　
　
　

丹
土
・
西
坂
嘉
津
美

【 

肉 

用 

牛 

の 

部 

】   （
概
ね
７
月
末
ま
で
に
去
勢
し
た
牛　

17
頭
）

　

金　

賞　

一
席　

芳
久　
　
　
　
　
　

多
子
・
中
西　

亨

　
　
　
　
　

二
席　

常
富
士　
　
　
　
　

海
上
・
尾
崎
喜
代
美

　
　
　
　
　

三
席　

芳
照　
　
　
　
　
　

多
子
・
中
西
円
吉

　
　
　
　
　

四
席　

大
福　
　
　
　
　
　

諸
寄
・
田
中　

稔

　
　
　
　
　

五
席　

小
西　
　
　
　
　
　

春
来
・
小
谷
和
信

―
問
合
せ
―

　

農
林
水
産
課　

農
政
畜
産
係

　

℡
82
‐
５
６
２
６

　

種
牛
の
部
１
部
で
一
等
賞
一
席
に

選
ば
れ
た
「
て
る
ひ
ろ
号
」
を
育
て

た
山
本
智
明
さ
ん
（
塩
山
）
は
、「
暑

い
夏
だ
っ
た
の
で
、
子
牛
が
涼
し
い

と
こ
ろ
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、ま
た
、

餌
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て

育
て
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
受
賞
で

う
れ
し
い
で
す
。」
と
受
賞
の
喜
び

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
７
回
町
子
牛
共
進
会
が
９
月
26
日
、
歌
長
の
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
和
牛
改
良
と
畜
産
振
興
へ
の
意
欲
向
上
な
ど
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
78
頭
が
、
体
（
頭
、
胴
、
脚
）
の
バ

ラ
ン
ス
や
発
育
状
況
、
皮
膚
、
毛
並
み
な
ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
審
査
員
長
の
南
部

雄
二
・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
畜
産
課
長
は
「
夏
場
の
異
常
な
暑
さ
の
中
、
子
牛
の
管
理
を
心
配
し

て
い
た
が
、
発
育
の
い
い
牛
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。」
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。　

品
位
に
富
み
、
資
質
も
優
れ
た
子
牛
が
集
合

　

第
７
回 

新
温
泉
町
子
牛
共
進
会
を
開
催　

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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但
馬
牛
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
む

　

第
19
回
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟　

但
馬
牛
を
町
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

「
第
19
回
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟」
を
９
月
23

日
に
県
立
但
馬
牧
場
公
園
で
開
催
し
、
約

１
万
３
千
人
が
訪
れ
、
ま
つ
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
但
馬

杜
氏
組
合
に
よ
る
酒
づ
く
り
唄
や
丹
土
地

区
の
は
ね
そ
踊
り
、
但
馬
牛
に
関
係
し
た

〇
×
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

の
輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

に
ぎ
わ
い
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
29
団
体
か

ら
特
産
品
な
ど
の
出
店
が
あ
り
、
但
馬

ビ
ー
フ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
ミ
ニ
ス

テ
ー
キ
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
食
材
な

ど
が
販
売
さ
れ
、
長
い
列
が
で
き
る
店
も

あ
り
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
催
し
と
な
っ
て
い
る
、
造
形
物

＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
５

団
体
が
出
場
し
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
牛

や
品
種
改
良
で
胴
が
長
く
伸
び
て
し
ま
っ

た
牛
、
肉
の
部
位
で
組
み
立
て
る
牛
な
ど

が
登
場
し
、会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
、途
中
、

激
し
い
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
パ
レ
ー
ド

な
ど
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
天
候

が
回
復
し
、
無
事
ま
つ
り
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

かわいいバルーンアートができると会場の子ど
もたちは「ほしい～！」と手をあげていました

但馬農業高校の生徒らによる昔懐かしい花嫁行列　牛車にゆられて花嫁さんが登場

千谷地区の「但馬牛品種改良研究会」の皆さん
品種改良で牛の胴が伸び、会場の笑いを誘っていました

歌長地区の「チームＭＡＳＡＫＡＺＵくん」
踊りを披露し、組み立てた牛で肉の部位を説明

柔らかくて甘いミニステーキを食べて
みんな笑顔 但馬牛をさわってにっこり

にぎわいコーナーでは但馬ビーフを
使った料理や特産品などを販売
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郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
書
道
の
普

及
を
図
る
目
的
で
行
っ
て
い
る
「
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
」
の
入
賞
作
品

が
決
ま
り
、
最
優
秀
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
に
富
山
県
小
矢
部

市
の
小
西
子し

象し
ょ
うさ
ん
の
作
品
「
歓
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
雪
村
先
生
の
生
誕
百
年
の
記
念
と
東
日
本
大

震
災
の
復
興
か
ら
新
た
な
飛
躍
を
願
っ
て
文
字
を
選
び
、「
歓
」「
歳
」「
義
」

を
規
定
課
題
と
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
や
外
国
か
ら
の
応
募
も
あ
り
、
一
般

の
部
１
，
０
１
８
点
、
学
生
の
部
４
３
０
点
、
合
計
１
，
４
４
８
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

宇
野
雪
村
賞
作
品
展

　

特
別
賞
入
賞
作
品（
一
般
の
部
19
点
、

学
生
の
部
11
点
）
の
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
迫
力
あ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

▪
第
１
期

　

10
月
21
日
（
日
）
～
24
日
（
水
）

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▪
第
２
期

　

10
月
27
日
（
土
）
～
11
月
７
日
（
水
）

　

浜
坂
先
人
記
念
館
（
木
曜
日
休
館
）

　

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

第
10
回
新
温
泉
町　
　

　

小
中
学
生
書
作
品
展

　

雪
村
賞
全
国
書
道
展
の
協
賛
事
業
と

し
て
、
書
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、
町

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

教
育
長
賞
、
奨
励
賞
受
賞
作
品
86
点

を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
20
日（
土
）～
24
日（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

―
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０

「　歓　」
宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した

小西子象さんの作品

宇野雪村先生（1912 ～ 95）

第
13
回
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
の
入
賞
者
決
定

　
中
原
茅ぼ
う

秋し
ゅ
う

審
査
委
員
長
（
雪
村
先
生

が
結
成
し
た
奎け
い

星せ
い

会
の
会
長
）
は
、「
作

品
の
質
が
年
々
向
上
し
、
用
具
用
材
等

も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
多
彩
で
格
調
高

い
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
特
に
学
生

の
部
で
は
、
一
般
の
部
に
入
れ
て
も
通

用
す
る
作
品
が
多
く
あ
り
、
将
来
に
期

待
で
き
楽
し
み
で
あ
る
。
宇
野
雪
村
賞

（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
と
な
っ
た
小
西

さ
ん
の
作
品
は
、
現
代
性
に
富
み
、
構

成
の
楽
し
さ
、
線
の
美
し
さ
が
良
く
発

揮
さ
れ
て
い
る
。」
と
講
評
さ
れ
ま
し

た
。
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町政のうごきから
「
新
温
泉
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た

平
成
24
年
10
月
1
日
施
行

　

暴
力
団
は
、
町
民
生
活
の
平
穏
を
害
し
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
町
民
生
活
に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
存
在
で
す
。

　

本
町
に
お
け
る
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
町
と
町
民
、
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
影
響
の
排

除
を
推
進
し
、
安
全
で
安
心
な
町
民
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
新
温
泉
町

暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定
し
、
10
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

条
例
の
基
本
理
念

●
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

●
暴
力
団
に
対
し
て
利
益
の
供
与
を
し

な
い

●
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

●
暴
力
団
事
務
所
等
の
存
在
を
許
さ

ず
、
暴
力
団
の
活
動
を
防
止
す
る

　

こ
の
４
つ
を
条
例
の
基
本
理
念
と
し

て
、
県
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
町
と
町
民
、
事
業
者
が
相

互
に
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
で
社
会
全

体
と
し
て
、
暴
力
団
排
除
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

町
の
責
務

　

町
は
、
町
民
や
事
業
者
の
協
力
を
得

る
と
と
も
に
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

等
と
連
携
を
図
り
暴
力
団
の
排
除
に
関

す
る
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
・
事
業
者
の
責
務

　

町
民
と
事
業
者
は
、
暴
力
団
排
除
の

活
動
に
自
主
的
に
相
互
の
連
携
を
図
っ

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
が
実
施
す

る
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

町
の
取
組

①
町
民
及
び
事
業
者
並
び
に
関
係
機
関

等
に
対
し
、
暴
力
団
の
排
除
の
た
め

の
活
動
を
、
自
主
的
に
相
互
に
連
携

を
図
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
情
報
の
提
供
な
ど
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

②
全
て
の
町
の
事
務
事
業
に
お
い
て
、

暴
力
団
や
暴
力
団
員
、
ま
た
そ
れ
ら

と
社
会
的
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

を
契
約
の
相
手
方
と
し
ま
せ
ん
。

③
町
の
公
共
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、

利
用
の
不
許
可
ま
た
は
許
可
を
取
り

消
す
な
ど
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま

す
。

④
県
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図

り
、町
民
及
び
事
業
者
と
協
働
し
て
、

暴
力
団
の
排
除
の
重
要
性
と
県
、
町

の
施
策
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑤
町
と
町
民
、
事
業
者
は
、
県
や
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

暴
力
団
に
よ
る
犯
罪
そ
の
他
の
行
為

か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
の
教
育
、

情
報
の
提
供
及
び
啓
発
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１

「
暴
力
団
関
係
情
報
の
取
扱
い

　

に
関
す
る
合
意
書
」に
調
印

　
「
新
温
泉
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
制

定
に
伴
い
、
９
月
28
日
、
美
方
警
察
署

で
岡
本
町
長
と
長
瀬
香
美
町
長
、
楢
原

美
方
警
察
署
長
が
出
席
し
、
美
方
郡
２

町
と
美
方
警
察
署
の
間
で
「
暴
力
団
関

係
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
合
意
書
」

の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
合
意
書
は
、
公
共
事
業
や
そ
の

他
の
事
務
事
業
に
お
い
て
、
暴
力
団
排

除
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
相
互
の
連
絡

体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

調
印
に
あ
た
り
、
岡
本
町
長
は
「
交

通
機
関
の
発
達
と
と
も
に
、
都
市
部
と

の
交
流
も
活
発
に
な
る
の
で
、
暴
力
団

事
務
所
が
で
き
た
り
し
な
い
よ
う
、
条

例
に
基
づ
き
町
民
の
安
心
・
安
全
を
確

保
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

町

連携
協力

みなさんの協力が必要です

警察 町民等
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町政のうごきから

平
成
23
年
度
決
算
報
告

　
わ
が
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入

１
５
１
億
３
８
８
０
万
円
、
歳
出
１
４
７
億
８
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
平
成
24
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
結
果
、

３
億
６
２
９
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町
の
貯
金
に
あ
た
る

財
政
基
金
残
高
が
約
４
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
方
財
政
統
計
上
活
用
さ
れ
る
「
普
通
会
計
」
と
い
う
会
計
区
分

に
よ
り
、
平
成
23
年
度
の
決
算
・
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
入
】

　

町
税
は
14
億
６
１
５
０
万
円
（
前
年

度
比
９
１
７
万
円
、
０
・
６
％
の
減
）、

全
体
の
約
14
％
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は
地
方
交

付
税
で
、
52
億
２
３
５
１
万
円
（
同

４
０
４
４
万
円
、
０
・
８
％
の
増
）
と

全
体
の
約
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
安
心
安
全
な
学

校
づ
く
り
交
付
金
（
浜
坂
中
学
校

耐
震
補
強
）
事
業
の
終
了
に
よ
り
、

６
億
２
７
３
２
万
円
（
同
１
億
８
３
０

４
万
円
、
22
・
６
％
の
減
）
と
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
町
債
は
11
億
１

９
２
２
万
円
（
同
14
・
２
％
の
減
）
借

り
入
れ
ま
し
た
。
水
道
事
業
に
対
す
る

出
資
債
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
が

主
な
減
少
の
原
因
で
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
平
成
22
年
度
に
比

べ
て
６
億
２
７
４
９
万
円
（
５
・
７
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
道
路
・
学
校
の
建

設
、
農
林
水
産
基
盤
整
備
、
災
害

復
旧
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

12
億
４
８
０
０
万
円
（
前
年
度
比
16
・

６
％
の
減
）
と
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
の
経
済
対
策
事
業
、
浜
坂
中
学

校
耐
震
事
業
が
終
了
し
た
た
め
で
す
。

　

維
持
補
修
費
は
、
前
年
を
上
回
る
豪

雪
に
な
っ
た
た
め
１
億
４
０
９
９
万

円
（
同
４
２
３
１
万
円
、
42
・
９
％
の

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
、
子

ど
も
手
当
の
支
給
額
改
正
、
医
療
給
付

費
な
ど
の
増
に
よ
り
７
億
６
８
１
７
万

円（
同
１
０
３
２
万
円
、１
・
４
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

  

普
通
会
計
の
決
算
状
況

町税 
14 億 6,150 万円
14.1％

地方譲与税・交付金
3億 5,871 千円
3.5％

地方交付税
52億 2,351 万円
50.3％

分担金及び負担金 
1,069 万円
0.1％

使用料及び手数料
3億 4,855 万円
3.3％

国庫支出金
6億 2,732 万円
6.0％

県支出金
6億 4,592 万円
6.2％

財産収入・寄附金
2,216 万円
0.2％

繰入金
6,826 千円
0.7％

繰越金
1億 478 万円
1.0％

諸収入
3億 8968 万円
3.8％

町債
11億 1,922 万円
10.8％

人件費
16億 8,422 万円
16.4％

物件費
14億 6,451 万円
13.2％

維持補修費
1億 4,099 万円
0.6％扶助費

7億 6,817 万円
5.2％

補助費等
12億 2,626 万円
13.0％

公債費
17億 5,675 万円
15.8％

積立金
2,027 万円
0.8％

投資及び出資金､ 貸付金
3億 4,203 万円
3.7％

繰出金
13億 4,821 万円
13.1％

普通建設事業費
11億 4,099 万円
18.0％

災害復旧事業費
1億 701 万円
0.2％

普通会計

歳入
103 億 8,030 万円

普通会計

歳出
99 億 9,941 万円
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町政のうごきから

年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

起債制限
比率

実質公債費
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 23年度 89.8 14.0 10.3 18.6 0.271 5.0 

平成 22年度 86.8 13.2 11.2 18.9 0.288 7.6 

【 一般会計・特別会計 】 （単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収 入 支 出 収 入 支 出

浜坂温泉配湯事業会計 45,210 36,447 1,639 18,969

水道事業会計 340,868 355,039 38,632 167,080

公立浜坂病院事業会計 1,194,810 1,332,213 202,029 201,794

【 企業会計 】 （単位：千円）

◆財政構造 （単位：％）

会　　計　　名 歳入総額（A）歳出総額（B）（A) － (B） 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 10,316,413 9,948,922 367,491 65,067 302,424
特 別 会 計 4,822,391 4,759,486 62,905 2,336 60,569

国民健康
保険事業

事業勘定 1,880,430 1,843,610 36,820 0 36,820
照診施設勘定 41,258 41,257 1 0 1
八診施設勘定 46,589 46,589 0 0 0
歯科診施設勘定 62,932 62,931 1 0 1

後期高齢者医療事業 185,327 183,652 1,675 0 1,675
介護保険事業 1,431,945 1,429,633 2,312 0 2,312
浜坂地区残土処分場事業 46,825 37,609 9,216 0 9,216
温泉地区残土処分場事業 19,395 16,227 3,168 0 3,168
コミュニティ ･プラント事業 101,469 100,469 1,000 0 1,000
簡易水道事業 58,359 55,872 2,487 0 2,487
七釜温泉配湯事業 11,118 9,180 1,938 0 1,938
下水道事業 936,744 932,457 4,287 2,336 1,951

合　　　計 15,138,804 14,708,408 430,396 67,403 362,993

　

人
件
費
は
給
与
の
引
き
下
げ
や
欠
員
補
充
を
抑

制
し
ま
し
た
が
、
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃

止
に
よ
る
公
的
負
担
金
・
職
員
共
済
組
合
負
担

率
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
人
件
費
総
額
で
は
、

16
億
８
４
２
２
万
円
（
同
０
・
９
％
の
増
）
と
な

り
ま
し
た
。
物
件
費
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改

正
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
等
、
委
託
料
の
増
に
よ

り
、
14
億
６
４
５
１
万
円
（
同
３
・
７
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

借
入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、
１
７
億
５

６
７
５
万
円（
同
６
・
０
％
の
増
）と
な
り
ま
し
た
。

【
町
債
と
基
金
】

　

平
成
23
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
１
４
１
億
９

６
４
３
万
円
と
な
り
、
前
年
度
末
に
比
べ
４
億
８

５
５
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
残
高
は
、
16
億
９
７
５
２
万
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
４
億
１
４
４
４
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
89
・
８
％
で
前
年
度
に
比

べ
て
３
・
０
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、

分
母
に
含
ま
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
額
が

１
億
６
４
３
２
万
円
減
と
な
り
、
分
母
規
模
が
小

さ
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
（
平
成
23
年
度
ま
で

の
３
か
年
平
均
）
は
18
・
６
％
と
昨
年
度
と
比
較

し
、
０
・
３
％
改
善
し
ま
し
た
。

　
　

財
政
構
造
の
分
析　

◎平成 23 年度決算の詳細は、役場と温
泉総合支所で閲覧できるほか、町ホー
ムページに掲載しています。

▶問合せ　総務課 財政係℡82-3111

＊用 語 解 説＊
普通会計　地方財政統計上統一的に用
いられる会計区分。新温泉町では、
一般会計、浜坂地区残土処分場事
業会計、温泉地区残土処分事業会
計、コミュニティプラント事業会
計の４会計をいう。

経常収支比率　町税、地方交付税を中
心とする経常一般財源が、人件費、
扶助費、公債費のような義務的経
費にどの程度消費されているかに
よって、財政構造の弾力性を判断
するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還
に必要な経費）に充当された一般
財源の一般財源総額に占める割合。

起債制限比率　地方債の許可制限に係
る指標として地方債許可方針に規
定されたもの。20％以上なら起債
制限が適用される。

実質公債費比率　地方債の許可制度が
協議制度に移行したことに伴う新
たな指標。25％以上 35％未満の団
体は一部起債の制限を受け、35％
以上の団体は大幅な起債制限を受
ける。

財政力指数　地方交付税法の規定によ
り算出された数値の過去３か年の
平均値で、財源の余裕度を判断す
るもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する
実質収支額の割合をいう。

※経常収支比率、公債費比率、起債制限比率、実質公債費比率は低
い方が良いが、実質収支比率、財政力指数は大きい方が良い。
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指
標
か
ら
み
る
財
政
状
況

　
                   (

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等)

資
金
不
足
比
率
の
概
要

資
金
不
足
比
率

⇨
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
に
６
・

０
％
（
基
準
は
20
％
）
の
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
に

は
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と

の
資
金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規

模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い

え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼

ば
れ
る
４
つ
の
指
標
と
資
金
不
足
比
率
を
決
算
時
に
算
定
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
国
が
定
め
る
基

準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①
実
質
赤
字
比
率

⇨
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

⇨
平
成
22
年
度
と
比
較
し
て
０
・
３
％

改
善
し
、
平
成
23
年
度
は
18
・
６
％

で
、
基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⇨
連
結
実
質
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
将
来
負
担
比
率

⇨
平
成
22
年
度
の
１
７
４
・
３
％
か
ら

平
成
23
年
度
は
１
６
３
・
８
％
に
低

下
し
、
基
準
の
３
５
０
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
（
町
の

標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
を
示

す
も
の
）
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行

う
町
の
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合

い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
の
全
会

計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
又
は
資

　

地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い

る
出
資
法
人
等
に
係
る
も
の
も
含
め
、

町
の
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
を
基

本
と
し
た
額
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方

債
）
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準

財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額

※

に
対
す
る

比
率
で
す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及
び

こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
た
も
の
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
実

質
公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要

す
る
団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判

定
に
用
い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質

公
債
費
比
率
と
同
じ
で
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等

に
係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を

控
除
し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お

い
て
同
じ
）

　

こ
の
４
つ
の
指
標
に
は
、「
早
期
健

全
化
基
準
」（
黄
信
号
）
と
「
財
政
再

生
基
準
」（
赤
信
号
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
国
の

定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入

や
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務

な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
国
・
県
の
関
与
の

も
と
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

金
の
不
足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合

算
し
、
町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
町
全
体
と
し
て
の
財
政

運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と

も
い
え
ま
す
。
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用語解説
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標の
総称

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実質
赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会計
のうち、地方公営事業会計以外のもの

実質赤字額　　当該年度に属すべき収入と支出との実質
的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度に繰
り越すべき継続費逓次繰越や繰越明許費繰越等の財
源を控除した額

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもの
で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。本町は、水道事業、浜坂温泉配
湯事業及び公立浜坂病院事業の 3事業がある。

資金の不足額　　公営企業ごとに資金収支の累積不足額
を表すもの

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支の不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、
自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基
準として定められた数値（イエロー基準）

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい不
均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが困
難な状況において、計画的にその財政の健全化を図
るべき基準として定められた数値（レッド基準）

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、
資金不足比率について定められた数値

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 23 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.16 20
連結実質赤字比率 － 19.16 30
実質公債費比率 18.6 25 35
将来負担比率 163.8 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と
記載しています。

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状
況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問合せ―
総務課　財政係

　℡８２‐３１１１

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 平成 23 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 6.0 20
簡易水道事業特別会計 － 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
※資金不足が生じていない場合は、「－」と記載しています。

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以下のとおりです。

町

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計等

特別会計
公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

うち
公営企業
会計

資
金
不
足

　
　

比
率
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行
財
政
改
革　

平
成
23
年
度
実
績

　

本
町
で
は
、
将
来
に
わ
た
る
強
固
な
財
政
基
盤
と
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
体
制

を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
22
年
2
月
に
平
成
22
年
度
か
ら
5
年
間
の
行
財
政
改
革
の

指
針
と
な
る
第
2
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、「
住
民
の
参
画
と
協
働
」
を
基

本
姿
勢
と
し
て
、
4
つ
の
柱
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
第
1
次
の
行
財
政

改
革
大
綱
か
ら
の
継
続
項
目
を
中
心
に

職
員
数
の
適
正
化
、事
務
事
業
の
評
価
・

見
直
し
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員

で
組
織
す
る「
行
政
組
織
検
討
チ
ー
ム
」

が
作
成
し
た
「
平
成
24
年
度
組
織
・
機

構
見
直
し
内
容
」
に
基
づ
き
、
平
成
24

年
度
の
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
、
本
年
4
月
に
そ
の
一
部
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

実
施
項
目
は
１
１
９
項
目
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
０
３
項
目
（
86
・

６
％
）
が
概
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
実
績
効
果
額
は
、

１
千
３
百
７
４
万
円
で
、
51
・
６
％
の

達
成
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
績
効
果
額
が
大
き
か
っ
た
も
の

と
し
て
、
未
利
用
地
の
売
却
処
分
等

に
よ
る
「
自
主
財
源
の
確
保
」
が

１
千
４
５
万
円
、
物
件
費
の
節
減
に
よ

る
「
経
費
の
削
減
と
財
政
の
健
全
化
」

◆平成 23 年度行財政改革実施計画の実績
実施項目数及び

計画効果額
計画達成・概ね達成項目数

及び実績効果額
達成率

推 進 状 況 119 項目 103 項目 86.6％

効 果 額 26,636 千円 13,741 千円 51.6％

が
４
百
６
３
万
円
の
効
果
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
計
画
ど
お
り
の
効
果
は
上

が
ら
ず
、
計
画
効
果
額
を
達
成
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

◆平成 23 年度行財政改革実績効果額の主な内容 （単位：千円）

項　　　目 計画効果額 実績効果額

１　住民の参画と協働の推進 ― ―

２　財政健全化の推進 32,001 18,442

経費の削減と財政の健全化 6,742 4,633

自主財源の確保 15,131 10,451

使用料・手数料の適正化 25 △ 50

公営企業等の経営健全化 10,103 3,408

３　効率的で質の高い行政運営の推進 △ 5,540 △ 4,752

定員管理と給与等の適正化 △ 5,540 △ 4,752

４　行政サービスの向上と新時代の行政の推進 175 51

住民の視点に立った行政の運営 150 22

行政手続きの簡素化と住民の利便性の向上 25 29

合　　計 26,636 13,741

▼
問
合
せ　

総
務
課　

財
政
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１
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「
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営
を
行
う

  
指 

定 

管 

理 

者 

を
募
集
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
か
ら
５
年
間
「
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営
を
行
う
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、「
公
の
施
設
」
の
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
の
能
力
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効

率
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
や

公
共
的
団
体
等
に
限
ら
ず
、
民
間
団
体
も
議
会
の
議
決
を
経
て
「
公
の
施
設
」
の
管
理
を

行
う
指
定
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
問
合
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
９

八田コミュニティセンター外観

名　称 八田コミュニティセンター

所在地 新温泉町千谷字向垣 850 番地

施設内容

構造：鉄骨平屋建て、延床面積：471 ㎡

展示室【おもしろ昆虫化石館】、休憩・談話室、研修
室２室、学習室、事務室、エントランスホール、湯
沸し室、トイレ等

付帯施設 駐車場、多目的広場

施設の
目　的

新温泉町の自然や歴史の特性を活かし、交流を通し
た地域開発意識を高める場を提供するとともに、地
域の活性化を図る。

休館日 ・毎週月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）
・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

開館時間 ・展示室【おもしろ昆虫化石館】午前 9 時～午後 5 時

・研修室、学習室　午前 9 時～午後 9 時

期　間 平成 25 年４月 1 日から

　　　平成 30 年 3 月 31 日まで（５か年）

内　容

①施設の利用の許可に関する業務

②施設及び設備の維持管理に関する業務

③利用料の取扱いに関する業務

④施設の目的を達成するために必要な業務

⑤前４号に掲げるもののほか、施設の管理上必要な
　業務

要　件

・法人その他の団体（以下「団体等」という。）で、指定期間中、安全かつ円滑に対象施設の管理運営

を行うことができる者

・新温泉町に主たる事務所を有する団体等であること。

・複数の団体により構成されるグループによる申請も可。その場合、共同事業体を組織し、代表とな

る団体を決定のこと。

募集要項配布 平成 24 年 11 月　1 日（木）まで

質問書の受付 平成 24 年 10 月 25 日（木）まで

申請書の受付 平成 24 年 10 月 15 日（月）～ 11 月 2 日（金）

１　施設の概要

２　指定期間

３　指定管理者が行う業務の範囲

４　募集要項の配布日等

５　公募及び現地説明

６　応募資格

※募集要項と提出書類の様式は町ホームページからも入手できます。

　公募の説明は随時行います。現地説明については、事前に社会
教育課へご連絡ください。日程調整をさせていただきます。

指定管理候補者選定委員会
による審査

申請書提出後のスケジュール

指定管理候補者の選定
（結果通知）

指定管理者の議決

指定管理者の指定
（告示）

協定書の締結
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９
月
22
日
に
、
居
組
地
区
が
主
体
と
な
り
、
関
西
国
際
大
学
、
豊
岡
健
康
福
祉
事

務
所
と
町
が
協
力
す
る
形
で
、
い
つ
ま
で
も
住
み
や
す
い
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
の
居
組
に
つ
い
て
話
し
合
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
！
居
組
の
未

来
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
住
民
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
居
組
地
区
に
お
い
て
『
地
域
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
』
を
連
携
さ

せ
る
新
た
な
試
み
と
し
て
、
昨
年
度
、
関
西
国
際
大
学
の
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ
る

実
態
調
査
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
県
モ
デ
ル
事
業
「
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健

康
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、地
域
づ
く
り
へ
の
提
案
の
一
つ
の
、

誰
で
も
自
由
に
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
う
憩
い
の
場
「
ジ

オ
・
カ
フ
ェ
」
が
、
本
年
４
月
か
ら
居
組
地
区
公
民
館
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
の
「
ジ
オ
・
カ
フ
ェ
」
の
取
組
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
で
の
声
か
け
や
社
会
に
役
立
っ

て
い
る
と
実
感
で
き
る
活
動
を

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、
同
大
学
人

間
科
学
部
の
安
部
幸
志
准
教
授
か
ら

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
全
体

と
居
組
、
諸
寄
、
釜
屋
地
区
と
の
結
果

を
比
較
し
た
特
徴
と
し
て
、
同
地
区
は

外
出
し
た
い
と
い
う
人
は
多
い
が
、
毎

日
が
退
屈
と
い
う
人
も
多
く
、
生
き
て

い
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
回
答
も
多

い
の
で
、
声
か
け
や
社
会
に
役
立
っ
て

い
る
と
実
感
で
き
る
活
動
が
必
要
と
分

析
し
て
い
ま
し
た
。

■「
ジ
オ
・
カ
フ
ェ
」の
取
組
に
期
待

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
地
元
老

人
ク
ラ
ブ
の
第
２
結
ぶ
会
の
大
谷
雄
一

会
長
、
民
生
児
童
委
員
の
萬
谷
嘉
恵
さ

ん
、
居
組
地
区
公
民
館
の
亀
谷
忠
明
館

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
実
践

内
容
や
地
域
づ
く
り
へ
の
提
案
が
発
表

さ
れ
、
声
か
け
運
動
や
地
域
住
民
の
協

力
、
高
齢
者
等
住
民
の
集
う
場
所
づ
く

り
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
必

要
と
参
加
者
に
語
り
か
け
て
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
同
大
学
の
学
生
４
人
を
含

む
参
加
者
が
４
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の

班
の
意
見
の
ま
と
め
を
報
告
し
ま
し

た
。「
ジ
オ
・
カ
フ
ェ
」
に
住
民
が
集

ま
り
や
す
く
す
る
た
め
の
物
理
的
な
提

案
や
、
そ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
た
め

の
周
知
・
開
催
方
法
の
提
案
が
多
く
出

さ
れ
、「
ジ
オ
・
カ
フ
ェ
」
の
取
組
へ

の
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

■
今
後
に
向
け
て

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
同
大
学

人
間
科
学
部
の
竹
田
教
授
と
安
部
准
教

授
か
ら
助
言
が
あ
り
、安
部
准
教
授
は
、

高
齢
者
だ
け
の
取
組
で
は
な
く
若
い
人

を
含
め
た
地
域
全
体
と
し
て
の
取
組
が

必
要
で
、「
ジ
オ
・
カ
フ
ェ
」
の
取
組

に
加
え
、
自
宅
を
訪
問
し
て
の
声
か
け

や
、
近
所
の
人
が
気
に
な
る
人
に
声
を

掛
け
合
う
こ
と
で
、
住
み
や
す
い
地
域

に
な
る
と
、
今
後
の
取
組
を
提
案
し
ま

し
た
。
ま
た
竹
田
教
授
は
、「
ジ
オ
・

カ
フ
ェ
」
が
誰
の
た
め
に
ど
ん
な
も
の

を
提
供
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
住
民
に
取
組
を
伝
え
て
い
く
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
、
現
状
の
取

組
の
課
題
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
居
組
地
区
の
取
組
を
モ
デ

ル
に
、
活
動
の
輪
を
町
全
体
に
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

 　
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

「
み
ん
な
で
語
ろ
う
！
居
組
の
未
来
」を
開
催
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兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
「
栃
谷
ま
ん
ま
る
サ
ロ
ン
」
代
表
の

北
村
鈴
子
さ
ん
（
栃
谷
・
94
歳
）
が
、

90
歳
以
上
の
高
齢
者
で
永
年
に
わ
た
り

社
会
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
贈
ら

れ
る
「
兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞
」
を
受

賞
し
、９
月
21
日
に
県
公
館
（
神
戸
市
）

で
行
わ
れ
た
平
成
24
年
度
兵
庫
県
高
齢

者
の
集
い
に
お
い
て
、
井
戸
敏
三
知
事

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
村
さ
ん
は
、
栃
谷
地
区
で
地
域
の

高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
現
在
も
代
表

と
し
て
高
齢
者
の
交
流
促
進
と
生
き
が

い
づ
く
り
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
を
受
け
、
北
村
さ
ん
は
「
サ
ロ

ン
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
特
別
な
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
と

の
触
れ
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で　

　
　
　
　

敬
老
祝
福
事
業

　

町
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
の

９
月
に
、
敬
老
祝
福
事
業
と
し
て
最
高

齢
者
と
満
88
歳
、
金
婚
夫
婦
の
方
々
を

訪
問
し
て
祝
品
な
ど
を
贈
り
、
長
寿
を

お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
12
日
、
岡
本
町
長
が
、
湯
地
区

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
の

里
に
入
所
さ
れ
て
い
る
、
満
１
０
５
歳

で
最
高
齢
者
の
山
本
こ
よ
さ
ん（
田
君
）

を
訪
問
し
て
、
花
束
と
祝
品
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。町
長
が「
お

体
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
語
り

か
け
る
と
、
山
本
さ
ん
は
笑
顔
で
う
な

ず
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
満
88
歳
の
１
２
２
人
、

金
婚
夫
婦

48
組
の
方

々
の
も
と

も
訪
問
し

て
祝
品
な

ど
を
贈
り

ま
し
た
。

 

大
阪
ま
で
約
40
分
、
東
京
へ
は
約
２
時
間
30
分

　

お
出
か
け
の
際
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

10
月
１
日
か
ら
利
用
助
成
金
を
増
額
し
ま
し
た

コウノトリ但馬空港利用助成金額一覧（単位：円）

区　分 記号 運賃額 但馬空港推進
協議会助成額

改正後
助成額 本人負担額

大人普通運賃 OW 12,400 2,500 6,000 3,900 
小人普通運賃 CH 6,200 5,000 1,200 
特便割引１（タイプA） F01A 8,900 5,500 3,400 
特便割引１（タイプＢ） F01B 8,400 5,500 2,900 
特便割引１（タイプC） F01C 7,900 5,000 2,900 
先得割引（タイプA） S28A 5,900 ～ 4,500 ～ 1,400 ～
身体障がい者割引 HF 7,950 5,000 2,950 
当日シルバー割引 GS 9,000 ～ 5,500 ～ 3,500 ～
＊特便割引１：搭乗日前日までに予約をした場合（座席数制限あり）
＊先特割引　：搭乗日の 28 日前までに予約をした場合（座席数制限あり）

　

但
馬
空
港
の
利
用
促
進
を
さ
ら
に
図
る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
但
馬
空
港
利
用
助

成
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
但
馬
空
港
は
、大
阪
⇅
但
馬
間
を
1
日
２
往
復
し
て
お
り
、

大
阪
か
ら
乗
り
継
ぎ
す
れ
ば
東
京
等
へ
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅
行
や
仕
事
で

お
出
か
け
の
際
は
、
こ
の
助
成
金
で
、
ぜ
ひ
但
馬
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
町
内
の
事
務
所
な
ど
に
勤
務
す
る
方

③
町
内
に
扶
養
者
を
有
す
る
学
生

※
町
内
に
住
所
が
な
い
方
は
、
町
内
の

事
業
所
か
扶
養
者
の
住
所
を
連
絡
先

と
し
て
航
空
券
を
購
入
す
る
場
合
に

対
象
と
な
り
ま
す
。

助
成
申
請
手
続
き

　

搭
乗
後
、
30
日
以
内
に
役
場
企
画
課

ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
決
定
後
、

30
日
以
内
に
指
定
の
口
座
に
助
成
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

※
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
航
空
券
の
半
券
、
②
印
鑑
、
③
利

用
者
本
人
の
振
込
口
座
の
分
か
る
も

の

※
他
に
も
割
引
運
賃
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

海上第一村中線道路改良
工事 海上

施工延長　24m、土工　1式、
コンクリート擁壁工　延長 9m、
コンクリートブロック積工　面積 28㎡、
U字側溝　延長 18m、
舗装工　面積 52㎡

4,620,000  平成 24年 9月 6日～  平成 24年 11月 19日 尾﨑建設㈱

生活基盤近代化（基幹改
良）整備事業　久斗山簡
易水道配水管布設替工事

久斗山

導水管布設工φ 50mm　延長 40.2m、
配水管布設工φ 75mm　延長 282.6m、
80A　延長 8.0m、取水桝改良　1ヶ所、
流量計設置工φ 50　1ヶ所

10,290,000  平成 24年 9月 6日～  平成 24年 12月 26日 ㈱ヤマグチ

二日市・福富用水路改良
工事（七釜工区） 七釜

施工延長　532 ｍ、
水路工　延長 532 ｍ、
仮設工　1式

29,400,000  平成 24年 9月 14日～  平成 24年 12月 28日 ㈱三島組

二尾山遮水シート張替工
事 飯野 遮水シート張替工　面積 531㎡ 5,985,000  平成 24年 9月 14日～  平成 24年 12月 28日 ㈲村尾土建

（平成 24年 8月 16日～平成 24年 9月 15日契約分）

   

＊ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
め
ざ
し 

＊

      
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

実
現
に
向
け
て 

③

風
力
発
電
と
は

　

風
力
発
電
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
は
比

較
的
発
電
コ
ス
ト
が
低
く
、
風
の
運
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
約
45
％
程
度
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
で
き
る
変
換
効
率
の
良
い
発
電
で
す
。

ま
た
、
夜
間
で
も
風
が
あ
れ
ば
発
電
可
能
で
あ

る
た
め
、
太
陽
光
発
電
よ
り
稼
働
率
も
高
い
と

言
え
ま
す
。

　

風
力
発
電
と
い
う
と
、
海
岸
沿
い
や
山
の
稜

線
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
風
車
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
が
、
近
年
で
は
中
小
企
業
や
個
人
で

も
比
較
的
容
易
に
導
入
で
き
る
小
型
風
車
の
普

及
が
進
み
、
電
源
の
な
い
山
小
屋
や
無
線
中
継

基
地
、
井
戸
水
く
み
上
げ
用
の
駆
動
動
力
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
風
を
受
け
て
回
る
風
車
は
人
目
を
ひ
く
た

め
、
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル
や
環
境
教
育
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
を
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
シ
ス
テ
ム
の
街
路

灯
や
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

も
増
え
て
い
ま
す
。

本
町
の
取
組

　

本
町
に
お
い
て
も
、
山
岳
地
域
や
海
岸
部
の

良
い
風
況
を
活
用
し
た
取
組
と
し
て
風
力
発
電

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。具
体
的
に
は
、

公
共
施
設
な
ど
へ
低
風
速
で
も
回
転
す
る
小
型

風
車
を
シ
ン
ボ
ル
的
に
導
入
す
る
な
ど
し
、
ジ

オ
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
町
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
で
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

今
号
で
は
「
風
力
発
電
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大分県竹田市総合運動公園
多目的広場のハイブリット街路灯
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　田井の浜は、山の稜線がそのまま海へ続く沈水
型の海岸です。草の広場を歩いて崖の端から見お
ろすと、白い海岸線から周囲の山々、広がる地平
線も見渡せて、とても爽やかな気分になります。
　田井の浜の植物は、稜線にあるものと海岸性の
ものが混生しているように思います。石畳の道
から草の茂る道へと歩きながら崖を見上げると、
様々な植物が屏風絵のように続いています。葉先
が枯れたすすきは暑い夏を耐えてきたせいでしょ
うか、その隙間から紅紫色のタムラソウ（田村草）
が咲いているのが見えました。
　タムラソウは日本原産のキク科多年草で、ア
ザミに似た花ですが、棘

とげ

はありません。草丈は
40 ～ 150 ｃｍ、葉の大きさは下部では柄があり、
長さ 30 ｃｍ、６から７対に深く切れ込んでいま
す。上部にいくほど葉は小さくなり、柄もなくな
ります。花は茎の中ほどで分枝した枝先に、直径
３～５㎝の紅紫色の頭

とう

花
か

を直立して咲かせていま
す。頭花は筒

とう

状
じょう

花
か

の集まりで、雌しべの花柱の
先が二つに分かれてくるりと反り返っているのが
愛らしく思えます。総

そう

苞
ほう

片
へん

は花
か

床
しょう

に密着し、先は
尖っていますが棘ではないので痛くありません。
タムラソウという名前の由来は不明ですが、タマ
ボウキという別名もあるそうです。この地方では
何と呼ばれていたのでしょうか。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

タムラソウ
　　　（キク科）

 野草散歩（22)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
誕
生
月
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が

届
き
ま
す 

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
国
民
年
金
か
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
へ
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を

毎
年
誕
生
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金

の
見
込
額
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人

情
報
を
加
入
者
に
わ
か
り
や
す
く
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
現
役
世
代
、
特

に
若
い
世
代
の
方
に
保
険
料
負
担
と
年

金
給
付
の
関
係
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
通
知
す
る
内
容

【
節
目
年
齢
の
時（
35
歳
、45
歳
、58
歳
）】

　

次
の
①
～
⑥
に
つ
い
て
更
新
し
た
内

容
を
通
知
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、
納
付

済
月
数
等
）

②
50
歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応

じ
た
年
金
見
込
額
。
50
歳
以
上
の
方

に
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
作
成
時

の
加
入
制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た

場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
額
。
た
だ

し
、
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停
止
中

も
含
む
）
の
方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

③
保
険
料
の
納
付
額
（
加
入
者
負
担
分

の
累
計
額
）

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、
事
業

所
名
、
資
格
取
得
・
喪
失
年
月
日
等
）

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎

の
標
準
報
酬
月
額
・
賞
与
額
、
保
険

料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎

の
保
険
料
納
付
状
況
（
納
付
、未
納
、

免
除
等
の
別
）

【
そ
の
他
の
方
】

　

前
記
①
～
③
に
つ
い
て
更
新
し
た
内

容
と
、
⑤
と
⑥
の
直
近
一
年
分
の
内
容

を
通
知
し
ま
す
。

　

受
け
取
っ
た
ら
加
入
記
録
や
記
載
内

容
に
漏
れ
や
誤
り
が
な
い
か
充
分
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
訂
正
が
あ
る
場
合

は
、同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）　

22
‐
０
９
４
５

【
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
５
８
‐
５
５
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

　

℡
（
０
３
）
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

※
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日
：
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
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加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

きみはいい子
中脇初枝 著／ポプラ社版

親から子へと繰り返される虐待。それで
も親を求める子どもたち。マンモス化し
た小都市で繰り広げられる、虐待された
記憶を持つ大人と子どもたちの心の行方
を中心に描かれる人間模様。学校で家庭
で人々は行き詰まり、それでも明日を探
して生きていく。胸に迫る感動のストー
リー。

「病」を包むお見舞い言葉
　三橋尚伸 著／講談社

お見舞いに行った時、あなたはどんな言
葉をかけますか。入院している人はどん
な気持ちでいるのでしょうか。長い入院
生活や終末期の患者さん、そしてその家
族の方たちの心に寄り添うお見舞いがで
きたらどんなにいいでしょうか。病を包
むやさしい言葉集。

男も出番！介護が変わる
　羽成幸子 著／春秋社

「介護は女の仕事」は過去の話。誰もがか
かわらざるを得ないほど、介護の現場は
厳しくなっている。そんな待ったなしの
今だからこそ、祖父母、父母、義母の５
人を介護した達人からの本気の提案 “ 男
も出番 ” です。一歩を踏み出すことで介
護を変えていきましょう！

９４歳から１０代のあなたへ伝えたい大切なこと
吉沢久子 著／海竜社

「私も 94年の間には、後悔することもた
くさんしてきました。」と 94 歳の著者は
語ります。友だちのこと、自分のこと、
気持ちの伝え方、家族のこと、お金のこ
となど、忘れてはいけない大切なことが
丁寧に書かれている知恵の宝箱のような
本。

こんやは　なんのぎょうれつ？
オームラトモコ 作・絵／ポプラ社

夜中の２時に集まってきたのは、貧乏神
やこなきじじいや花子さんと、神様から
妖怪・お化け・怪物・伝説の生き物まで
世界中からのお客様が列を作って並んで
います。みんなドキドキわくわくしなが
ら待っていますが、さてさて何が始まる
のかはお楽しみ。

   図書館まつり開催！　　　           
◆10月13日（土）
▪おはなし会　午後２時～

 　『やきいもの日』 他
▪子どもシネマの会　午後３時～
　『ヨウカイとむらまつり』（45分）
◆10月14日（日）
▪人形劇公演　午後２時～
　人形劇公演「ケロちゃんトーク」ほか
　人形劇団こうま座による公演
▪文太郎鍋のふるまい　午後３時～
◆10月20日（土）　午後２時～
▪特別おはなし会
　テーマ『新作発表会』

休館日のお知らせ　　　　  

おはなし会　　　　　　　  
『もりのてぶくろ』 他
　◆と き　11月10日（土）午後2時～

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 18

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

は休館日

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
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こ
こ
で
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
（
大
地
の

公
園
）」
や
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
特
徴
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
岩
石
、

ジ
オ
ラ
マ
（
地
形
模
型
）
で
概
要
の
紹

介
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

岩
石
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
標
本
か
ら

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
成
り
立
ち
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
列
島
と

新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

H24（2012）.10.11

広報しんおんせん（10月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 29

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア（
地
域
）

の
大
型
ジ
オ
ラ
マ
で
は
、
大
地
の
動
き

や
地
形
の
特
徴
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
体
験
コ
ー
ナ
で
は
大
地
を
形
づ
く

る
石
こ
ろ
や
砂
と
水
の
関
係
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
に
「
北
前

船
」、「
砂
絵
」、「
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

（
石
で
作
っ
た
重
石
）」
の
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
２
階
で
は
「
日
本
の
岩
石

や
鉱
物
」
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

但
馬
、
京
阪
神
、
鳥
取
の
ほ
か
、
全

国
各
地
や
海
外
か
ら
も
来
館
者
が
あ
り

ま
す
。
ジ
オ
パ
ー

ク
を
理
解
し
活
用

す
る
た
め
に
、
ジ

オ
パ
ー
ク
館
に
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

を
紹
介
し
ま
す
。

日本列島と山陰海岸ジオパークの地形模型

岩石・化石から日本海の形成を見る

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｅ 

さ
ん
（
50
歳
）
女
性

　

中
学
生
の
息
子
が
、
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
、
無
料
の
動
画
を
見
て
い
た
と
こ

ろ
、
知
ら
な
い
間
に
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
入
っ
た
よ
う
だ
。
よ
く
確
認
せ
ず

に
、
年
齢
認
証
な
ど
の
「
は
い
」
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
め
た
ら

「
９
万
５
千
円
を
現
金
書
留
で
送
る
よ

う
に
」
と
請
求
画
面
が
出
た
。
あ
わ
て

て
携
帯
電
話
か
ら
退
会
し
た
い
と
メ
ー

ル
を
送
っ
た
が
「
料
金
を
支
払
わ
な
い

と
退
会
で
き
な
い
」
と
返
信
が
届
い
た

よ
う
だ
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

■
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

有
料
で
あ
る
こ
と
を
明
示
、
注
文
後

に
取
消
し
や
訂
正
が
で
き
る
画
面
を
表

示
し
て
い
な
け
れ
ば
契
約
は
成
立
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
ト
に
連
絡
を
取
る
こ
と
で
、
強

引
な
請
求
を
受
け
た
り
、
新
た
な
請
求

を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
連

絡
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ

イ
ト
を
見
た
だ
け
で
は
、
個
人
情
報
は

調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
安
心
し
て
い
た
の
に
…

■
セ
キ
リ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
を

子
ど
も
が
利
用
す
る
場
合
に
は
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
し
な
い
よ
う
に
セ
キ
リ
ュ

テ
ィ
対
策
と
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を

設
定
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
護
者
が

注
意
し
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

■
知
ら
な
い
間
に
・
・
・

　

無
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
た
つ
も

り
が
知
ら
な
い
間
に
有
料
サ
イ
ト
へ
誘

導
さ
れ
た
り
、
料
金
の
表
示
が
小
さ
く

わ
か
ら
な
い
ま
ま
高
額
な
請
求
を
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合

に
は
規
約
な
ど
を
確
認
し
、
慎
重
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
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広報しんおんせん（10月号）

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 24年 9月 20日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）
㈱コメリ 総合職 27以下 190

総合職 25以下 167
（浜坂地域）

㈱隆栄水産
ウェイター　
ウェイトレス 不問 130～ 170
販売補助 不問 140～ 193
営業 不問 190～ 300

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126
たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193

介護支援業務 不問 193～ 228
㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250～ 400

鮮魚業務 不問 132～ 158
㈱マル海渡辺水産 調理師 不問 175～ 250
㈱たじみや 事務職 45以下 200～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 40以下 165～ 273
㈱円山菓寮 菓子製造 40以下 130～ 140
浜坂町漁業協同組合 販売事務 不問 150～ 180

遊覧船運航 不問 180
フジコン食品㈱ 計量・包装作業 不問 143～ 147
㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 142

製造スタッフ 不問 124
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
今木建築 大工 不問 130～ 396
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40以下 160～ 200

（温泉地域）
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 135
㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169～ 289

事務職 64以下 129～ 146
㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167～ 193
富士綜合警備保障㈱ 警備業務 不問 150～ 175
ケービックス㈱ 現場業務リーダー 不問 170～ 230
全但バス㈱ バス運転手 不問 183～ 184
㈱エミュー エステ業務 不問 140
㈱朝野家 客室係 59以下 225～ 245
寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35以下 137～ 200
㈱光商会 スタンド業務 不問 140～ 176

スタンド業務 不問 137～ 172
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 128～ 144
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 45以下 135～ 170
㈱寿荘 客室係 不問 198～ 242

事務職 59以下 132

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～ 2,100

（浜坂地域）

㈱ナカケー
調理業務 不問 750～ 950
接客業務 不問 750～ 950
販売業務 不問 750～ 950

㈱メフォス 病院給食
調理補助 59以下 750

㈱隆栄水産 ウェイター　
ウェイトレス 不問 800～ 950

㈱マルワ渡辺水産 鮮魚業務 不問 750～ 900
鮮魚・惣菜 不問 750～ 900

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～ 1,500
㈱第一食品 調理補助 59以下 780～ 830
㈱北兵庫 運転手 不問 750
㈱リフティングブレーン 料理包装 不問 950

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈱井筒屋 料飲係 不問 950

朝食係 不問 850

湯快リゾート㈱
レストラン業務 不問 800～ 1,000
フロント業務 不問 800～ 1,000
調理補助 不問 800～ 1,000

㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 770
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客業務 不問 750
㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 739 ～ 800

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用　

　
　

促
進
強
化
月
間
」
で
す

　
「
社
員
に
何
か
あ
っ
た
と
き
、
あ
な

た
は
責
任
が
と
れ
る
経
営
者
で
す
か
。」

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
い
入
れ
た
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
加
入
手
続
き
を
し
て
、
労
働

保
険
料
を
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
ま
だ
さ

れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
従
業
員
が
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
今
す
ぐ
労
働

基
準
監
督
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
兵
庫
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
但
馬
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

＊
兵
庫
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://hyougo-roudoukyoku.

　
　
　
　
　
　
　

jsite.w
hlw
.go.jp/

▼
問
合
せ

▪
但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
５
１
４
５

▪
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

▪
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６
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農
地
の
役
割

　

私
達
は
生
き
て
い
く
た
め
に
食
料
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
食
料
を
生
産
し
て
い
る
の
が
農

地
で
す
。
農
地
は
自
然
環
境
を
育
み
、

空
気
や
水
を
守
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の

大
切
さ
と
農
業
委
員
の
役
割
の
重
要
性

を
日
々
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
温
泉
町
の
耕
作
放
棄
地
（
平
成
19

年
・
20
年
）
全
体
の
調
査
で
面
積
が
32

㌶
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
原
野
や

山
林
と
な
っ
て
い
る
非
農
地
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
・
過
疎

化
の
た
め
耕
作
放
棄
さ
れ
た
荒
れ
た
農

地
が
増
え
て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
そ
の
解
消
・
歯

止
め
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
う

ま
く
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ

の
遊
休
農
地
の
対
策
が
新
温
泉
町
・
地

域
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
改
善
・
解
消
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
取
組
の

ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
「
美
方
大
納
言

小
豆
」を
栽
培
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

「
美
方
大
納
言
小
豆
」　

　
　
　
　
　
　

の
魅
力

　

小
豆
は
暮
ら
し
の
中
の
身
近
な
食
材

と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
飯
・

餅
の
あ
ん
・
ぜ
ん
ざ
い
等
に
年
間
通
し

て
使
用
さ
れ
、
欠
か
せ
な
い
食
材
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
代
表

的
な
お
菓
子
の
栃
羊
羹
・
栃
餅
は
銘
菓

と
し
て
、
観
光
の
お
土
産
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

小
豆
は
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
育

く
ま
れ
た
中
山
間
地
を
適
地
適
作
と
す

る
作
物
で
す
。
大
昔
か
ら
栽
培
さ
れ
た

歴
史
を
持
ち
、
郷
土
料
理
を
育
く
ん
だ

地
域
の
産
物
で
す
。

「
美
方
大
納
言
小
豆
」　

　
　
　
　
　
　

の
栽
培

　

伝
統
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
小
豆
を

品
種
改
良
し
た
も
の
が
美
方
大
納
言
小

豆
で
す
。

　

美
方
大
納
言
小
豆
は
大
粒
で
、
色
・

風
味
と
も
に
優
れ
、
煮
崩
れ
し
に
く
い

た
め
、高
級
和
菓
子
の
原
材
料
と
し
て
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
特
産
物
に
育
て
よ
う
と
、
平

成
23
年
７
月
に
、生
産
農
家
・
Ｊ
Ａ
・
町
・

県
の
関
係
機
関
か
ら
な
る
美
方
大
納
言

小
豆
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

小
豆
は
比
較
的
栽
培
し
や
す
い
作
物

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
①
畝

立
て
、
②
播
種
、
③
土
寄
せ
の
作
業
改

善
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
対

応
と
し
て
、
平
成
24
年
７
月
に
、
同
協

議
会
の
生
産
農
家
が
組
織
す
る
桐
岡
集

落
営
農
組
合
を
モ
デ
ル
に
、
畝
立
て
同

時
播
種
の
実
演
が
行
わ
れ
、
機
械
化
体

系
で
作
業
負
担
が
少
な
く
、
効
率
の
良

い
農
作
業
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

栽
培
の
目
標
値
も
揚
げ
ら
れ
、
平
成

25
年
度
に
は
、
美
方
郡
で
栽
培
面
積
が

29
・
３
㌶
か
ら
42
㌶
、
生
産
量
14
・
７

㌧
か
ら
50
㌧
、
10
㌃
の
収
量
50
㌕
か
ら

１
１
９
㌕
、
10
㌃
の
粗
収
益
８
万
円
か

ら
14
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
も
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
産
地
拡
大
に
向
け
、
遊
休

農
地
の
活
用
に
よ
る
美
方
大
納
言
小
豆

の
栽
培
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
、
水
田
で
の
転
作
に

は
転
作
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
有
利
な

「
美
方
大
納
言
小
豆
」を
栽
培
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

　
遊
休
農
地
を
活
用
し
、

　
　
　
　「
美
方
大
納
言
小
豆
」
栽
培
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９月 15日、県指定重要無形民俗文化財の「久谷ざん
ざか踊り」が久谷地区の八幡神社で奉納されました。
境内での踊りは、午前 10時から始まり、多くの見物
客が見守る中、同地区の中高生ら８人が約 30分間、真
剣な眼差しで歌い手の唄に合わせ、但馬の中で最も古い
形態と伝えられる古式をしのばせる踊りを披露しまし
た。踊り始めて４年目となる浜坂高等学校１年生の尾崎
颯
りゅう

さんは、「８月末から練習してきた成果が出せた。こ
れからも伝統を守っていきたい。」と話していました。

高齢者大学とちのみ学園運動会

事故なしに！交通安全キャンペーン
　「秋の全国交通安全運動」に先駆け、９月 20 日、千
谷の国道９号蒲生待避所で、美方警察署と浜坂交通安全
協会、新温泉町ライオンズクラブ、新温泉町の合同によ
る交通安全キャンペーンが行われました。通行車両の
運転手に交通安全グッズや「事故なし」の思いを込めて
二十世紀梨を手渡し、安全運転を呼びかけていました。
　美方警察署の小林交通課長は、「秋の夕暮れは急に暗
くなるので、” 早く見つける、見つけてもらう ” を合言
葉に事故防止に努めてほしい。」と話していました。

　９月 20日、町ジオパークネットワークによる本年度
第３回の現地学習会が諸寄地区で行われました。地元や
豊岡市、香美町から計 16人の参加があり、諸寄基幹集
落センターを発着点として、約２時間半、全行程を歩い
て学習しました。
　同地区の郷土史家の安本恭二さんから、八坂神社祈願
所の「船絵馬」や、歌人「前田純孝」と社会教育者「篠
原無然」ゆかりの地などの説明を受け、参加者は地域の
歴史に思いを巡らせながら熱心に学習していました。

町ジオネット現地学習会　諸寄を歩く

H24（2012）.10.11

広報しんおんせん（10月号）

地域の伝統を継承　久谷ざんざか踊り

 ９月５日、町高齢者大学とちのみ学園の運動会が夢ホー
ルで開催されました。健康づくりと学園生の親睦を図る
目的で開催されており、学園生 112 人が参加しました。
　演技は、地区により４チームに分かれて行われ、得点
種目もあり、参加者は総合優勝をめざして熱戦を繰り広
げました。傘を的にみたてた「パラソル輪投げ」や、ち
りとりで風船をそりに拾う「お掃除ゲーム」など、趣向
をこらした演技が行われ、好プレー、珍プレーが出るた
びに歓声が上がり、会場は笑顔であふれていました。
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広報しんおんせん（10月号）

大杉神社の万年酒　今年も吉

手づくり工夫作品展

味原川改修記念碑除幕式

の手づくり工夫作品展」を、９月に町民センターと浜坂多
目的集会施設の２会場で開催しました。町内６小学校の児
童が提出した760点の作品のうち86点を展示し、うち８
点が優秀賞、15点が努力賞に入賞しました。会場を訪れ
た小学生の保護者は、「みんな工夫していてよくできてい
る。子どもの発想はすごいと思った。」と話していました。

　町内の小学生が夏休みに
作成した工作や自由研究な
どを展示した「子どもたち

　10月１日、江戸時代後期の天保年間以前から歌長地
区伝わる太神楽が、歌長神社で奉納されました。この地
方で飢饉が相次いだ時、伊勢参りした村人達が神楽を覚
えて帰ったのが始まりと伝えられ、歌長太神楽保存会（朝
加孝一郎会長・13人）によって継承されています。
　歌長神社を出発した保存会のメンバーは、地区内の
家々を回り、笛と太鼓の音にあわせて獅子が短刀を持っ
て舞う「剣の舞」などの舞を披露し、五穀豊穣や無病息
災を祈りました。

勇壮に舞う　歌長太神楽

　10月１日、久斗山地区の大杉神社の例祭で、その年
の村の吉凶を「万年酒」で占う神事が行われました。この
万年酒は、神社の本殿裏にある県指定天然記念物の「大
ヒノキ」の根元に納められています。
　宮司と氏子総代らが大ヒノキの下に集まり、酒の状態
を確認しました。腐敗していれば同地区の７つの谷の水
を使用し新酒を作り、良い状態であればもとの場所に納
めます。一昨年の正月前に仕込んだ酒で、夏の暑さで心
配されましたが、香りもよく酸味のない良い酒でした。

　９月 22 日、浜坂地区の味原川放水路左岸の堤防に、
味原川改修記念碑が建立され除幕式が行われました。
　この記念碑は、平成 14年の同放水路通水と時を同じ
くして誕生した、味原川の環境美化活動に取り組む味原
川清流会（岡部良一会長）が、会の発足 10周年の節目に、
災害防止の願いと関係者への感謝の気持ちを込めて設置
しました。除幕式で岡部会長は「多くの方の善意で石碑
を建立することができた。これからも歴史的な景観を守
る活動を続けていきたい。」と話していました。
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情
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ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

町
文
化
協
会
映
画
鑑
賞
会

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」

　

先
行
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　

吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
の
最
新
作

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
先
行
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。
心
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
物
語
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

10
月
21
日
（
日
）

　

▪
第
１
回　

午
後
２
時
上
映

　

▪
第
２
回　

午
後
７
時
上
映

　

※
い
ず
れ
も
30
分
前
に
開
場

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
料
金

　

▪
大
人　
　
　
　

１
０
０
０
円

　

▪
小
・
中
学
生　
　

７
０
０
円

　

※
当
日
も
同
額

▼
主
催　

新
温
泉
町
文
化
協
会

▼
共
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
問
合
せ

　

町
文
化
協
会

　

映
画
鑑
賞
会
担
当

　
（
温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
92
‐
１
８
７
０

　
　

浜 坂 会 場
会場：浜坂多目的集会施設

温 泉 会 場
会場：町民センター、夢ホール

作　品　展 10 月 27 日（土）～ 11 月 1 日（木）
　午前 9 時～午後 6 時（最終日は正午まで）

11 月  1 日（木）～ 3 日（土・祝）
　午前 9 時～午後５時（最終日は午後 3 時まで）

お　茶　席 10 月 27 日（土）午前 9 時～午後 4 時
　裏千家淡交会浜坂地区（中村宗伊社中）

11 月  3 日（土・祝）午前 10 時～午後 3 時
　裏千家茶道教室「なごみ」の皆さん

文化講演会 11 月   2 日（金）午前 10 時～ 11 時 30 分 11 月  3 日（土・祝）午後 1 時 30 分～ 3 時
　鳥取大学落語研究会　落語寄席

舞 台  発 表
11 月   3 日（土・祝）午前 10 時～午後 4 時頃
　舞踊・コーラス・傘踊り・大正琴など楽し
　い舞台です。

11 月  3 日（土・祝）午前 10 時～正午
　子どもコーラス、舞踊、村芝居などバラエ
　ティーに富んだ芸能発表です。

そ　の　他 菊花展：10 月 27 日（土）～ 11 月  3 日（土）
　大輪３本仕立てなど見事な菊を展示予定

お楽しみ抽選会：11 月 3 日（土・祝）午後 3 時 15 分～
　会場で配布のパンフレットの抽選券で豪華賞品が当たります！

バザー・催し 等

10 月 27 日（土）①午前 10 時～②午後 1 時～
　浜坂地域くらしの会
　　「ホウ酸ダンゴを作ってみませんか！」参加無料
10 月 28 日（日）
　浜坂地域くらしの会　午前 11 時～午後 1 時 30 分
　　「味わいコーナー」カレーライス（300 円）
　町いずみ会浜坂支部　午前 10 時～午後 1 時
　　手づくり八つ橋（100 円）ほか

11 月  3 日（土・祝）午前 9 時～午後 4 時
・「味わいコーナー」
　家庭料理の達人が心をこめて作ります
　うどん、百才鍋、チラシずしなど

・「催しもの」
　特産品や農産物の販売、リサイクルバザー等

・「ちびっこ広場」
　ストラックアウト、スーパーボールすくい等

問　合　せ 浜坂公民館　℡ 82-4339 温泉公民館　℡ 92-1870

第８回新温泉町文化祭のご案内
メインテーマ「ゆとりと潤い・文化創造の町」
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※
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
以
降
に

献
血
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
求

め
て
「
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
方

を
は
じ
め
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
（
日
）

　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

（
一
部
地
域
を
除
く
。
申
込
不
要
）

　

送
迎
バ
ス
の
集
合
場
所
・
時
間
等
は
、

10
月
25
日
発
行
の
お
知
ら
せ
版
に
掲

載
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

10
月
は
土
地
月
間
で
す　

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す
る
た

め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

た
場
合
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に
町
を
経
由
し
て

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

▪
都
市
計
画
区
域

　
　
（
浜
坂
地
域
）　　

５
千
㎡
以
上

▪
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
（
温
泉
地
域
）　　

１
万
㎡
以
上

　

届
出
書
は
、
様
々
な
土
地
利
用
に
関

す
る
計
画
に
照
ら
し
て
、
土
地
の
利
用

目
的
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
、
必
要
で
あ

れ
ば
助
言
や
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ

▪
県
庁　

都
市
政
策
課　

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
７
３
５
）

▪
建
設
課　

地
域
整
備
係　

　

℡
82
‐
３
１
１
５

ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド  

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

園
児
の
様
子
や
施
設
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
24
日
（
水
）、25
日
（
木
）

　

 

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
問
合
せ　

ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド　

　

℡
92
‐
１
０
９
５

＊
他
の
認
定
こ
ど
も
園
は
11
月
に
実
施

予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

千
住
真
理
子　
　
　
　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬
認
証
15

周
年
を
記
念
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

▼
と
こ
ろ

　

豊
岡
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
料
金　

２
０
０
０
円　

全
席
自
由

　
　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

▼
問
合
せ

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
６
６
７

行政相談週間

　行政相談は、行政全般について、皆さんの意見
や要望、苦情などの相談に応じ、解決や実現に努
め、行政運営の改善に役立てるものです。
　町では、定期的に行政相談を開設しています。
相談は無料で、秘密は厳守します。

◆とき
　　10月 17日（水）午前 9時～ 11時 30分
◆ところ
　▪町民センター
　　行政相談委員　横田長幹さん
　▪サンシーホール浜坂
　　行政相談委員　尾﨑さよ子さん
◆問合せ
　▪総務課　℡ 82-3111
　▪温泉総合支所　地域振興課　℡ 92-1131

10 月 15 日（月）～ 21 日（日）

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

10
月
17
日
（
水
）

▪
㈱
ナ
カ
ケ
ー
白
川
店

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

▪
フ
ジ
コ
ン
食
品
㈱　
　
　
　
　
　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象

　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
69
歳
の
方
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地
区
人
権
学
習
会
に　

　
　

参
加
し
ま
し
ょ
う

▼
内
容　

人
権
啓
発
ド
ラ
マ
の
視
聴
と

講
話
（
１
時
間
程
度
）

▼
問
合
せ　

文
化
会
館

　

℡
82
‐
３
３
２
８

今
年
も
ま
も
な
く　
　

狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

　

11
月
15
日
か
ら
翌
年
２
月
15
日
ま
で

の
間
は
、
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。

入
山
者
、
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
は
十
分
注

意
し
て
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
は
、
県
全

域
で
３
月
15
日
ま
で
猟
期
が
延
長
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
入
山
者
の
皆
さ
ん
へ　

黄
色
な
ど
明

る
い
色
の
目
立
つ
服
装
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。（
迷
彩
服
は
厳
禁
で
す
。）

▼
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ　

ル
ー
ル
を
守

り
狩
猟
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課
水
産
林
務
係

　

℡
82
‐
５
６
２
６

山
の
動
物
と
森
の　
　

　

あ
り
方
を
考
え
る
Ⅳ

▼
と
き　

11
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

▼
内
容　

講
演
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

▪
演
題　

オ
オ
カ
ミ
復
活
：
農
林
業
獣

害
問
題
解
決
と
生
態
系
を
守
る
た
め

に
▪
講
師　

㈳
日
本
オ
オ
カ
ミ
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山
直
樹
氏

地　区 日　　時 会　場 人権啓発ドラマ
福富地区 10月 14日（日）午前 9：00～ 福富ふれあいセンター

桃香の自由帳浜坂地域くらしの会 10月 18日（木）午後 1：30～ 文化会館

浜坂４区 10月 19日（金）午後 7：30～ 文化会館

第５回人権講座 10月 24日（水）午後 7：30～ 文化会館 配偶者からの暴力

清富地区 10月 28日（日）午前 11：00 ～ 清富ふれあいセンター

桃香の自由帳鐘尾地区 11月 11日（日）午前 9：30～ 鐘尾公会堂

サロンみなと 11月 12日（月）午前 9：30～ 兵庫県信漁連浜坂支店

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
　
　

10
月
は
里
親
月
間

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
が
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
家
族

の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
深
い
愛
情

と
正
し
い
理
解
を
も
っ
て
育
て
て
く
だ

さ
る
「
里
親
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

▼
里
親
の
種
類　
「
養
育
里
親
」、「
専

門
里
親
」、「
親
族
里
親
」、「
養
子
縁

組
里
親
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
週

末
や
夏
休
み
な
ど
に
、
児
童
養
護
施

設
の
子
ど
も
た
ち
を
一
時
的
に
預
か

る
「
週
末
里
親
・
季
節
里
親
」
も
あ

り
ま
す
。

▼
里
親
に
な
る
に
は　

事
前
に
研
修
を

受
講
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

里
親
申
請
を
行
い
、
知
事
の
認
定
を

受
け
里
親
登
録
さ
れ
ま
す
。

▼
費
用
は　

子
ど
も
の
委
託
を
受
け
る

と
、
一
般
生
活
費
（
子
ど
も
の
食
費

や
被
服
費
な
ど
）
と
里
親
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

▼
里
親
会　

里
親
を
会
員
と
す
る
団
体

で
、
里
親
制
度
の
発
展
と
里
親
相
互

の
親
睦
を
図
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　

高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
1
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

▼
利
率　

年
２
・
35
％

　
（
母
子
家
庭
の
場
合
は
年
１
・
95
％
）

　

※
固
定
金
利
、
本
年
９
月
10
日
現
在

▼
使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
等
の
敷
金
・
家

賃
な
ど

▼
返
済
期
間　

15
年
以
内（
交
通
遺
児
・

母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

▼
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

　
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

▼
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い
場
合

　

℡
（
０
３
）
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
エ
コ

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
問
合
せ

　

同
ネ
ッ
ト
―
ワ
ー
ク
（
大
西
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
１
３
０
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募　

集

草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
寄
せ
植
え
）教
室

▼
と
き　

10
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

会
議
室

▼
内
容　

秋
を
感
じ
る
寄
せ
植
え

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
プ
ラ
ン
タ
ー
、
花
代
）

▼
募
集
締
切　

10
月
17
日
（
水
）

※
第
２
回
は
、
12
月
上
旬
を
予
定

▼
問
合
せ　

花
と
み
ど
り
の
は
ま
さ
か

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局

　

農
林
水
産
課
内　

℡
82
‐
５
６
２
６

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
協
力
の
お
願
い

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
は
、
11
月
３

日
の
町
文
化
祭（
温
泉
会
場
）で
バ
ザ
ー

を
開
催
し
、
そ
の
収
益
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
附
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
に
出
品

す
る
品
物
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
寄
贈
い
た
だ
く
品
物　

各
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
品
物
（
①
什
器
②
装
飾

品
③
手
芸
品
④
日
用
品
⑤
雑
貨
⑥
そ

の
他
）
で
未
使
用
の
も
の

※
衣
服
と
食
料
品
は
除
き
ま
す
。

▼
出
品
の
受
付　

温
泉
地
域
各
地
区
の

消
費
者
の
会
か
区
長
、
ま
た
は
温
泉

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
10
月
24
日

（
水
）
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

第
７
回
秋
季
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
か
在
勤

で
、
既
婚
か
30
歳
以
上
の
女
性

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
締
切　

11
月
５
日
（
月
）

▼
問
合
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

	

℡
82
‐
１
６
１
６ 

平
成
25
年
度
県
立
障
害
者　

高
等
技
術
専
門
学
院
生
募
集

▼
対
象　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
求

職
者
等

▼
募
集
科
目　

も
の
づ
く
り
科
、
ビ
ジ

ネ
ス
事
務
科
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
科
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
科

▼
定
員　

各
科
10
名
（
期
間
：
１
年
）

▼
授
業
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

10
月
30
日
（
火
）

▼
選
考
日　

11
月
８
日
（
木
）

▼
選
考
方
法　

学
力
（
国
語
・
数
学
）

及
び
適
性
検
査
、
作
業
機
能
検
査
・

面
接
、
身
体
検
査
書

▼
応
募
方
法　

管
轄
の
公
共
職
業
安
定

所
で
相
談
し
応
募
書
類
を
提
出

▼
問
合
せ

　

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　

℡
（
０
７
８
）
９
２
７
‐
３
２
３
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実

施
す
る
政
府
事
業
で
、
技
術
や
経
験
を

生
か
し
て
、
開
発
途
上
国
で
１
年
ま
た

は
２
年
間
、
協
力
活
動
を
展
開
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
（
日
本
国
籍
を
持
つ
方
）

▪
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
20
歳
～
39
歳
の
方

▪
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
日
経

社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
40

歳
～
69
歳
の
方

▼
応
募
締
切　

11
月
５
日
（
月
）

　

※
全
国
各
地
で
説
明
会
を
開
催
中

▼
問
合
せ

　
（
公
社
）
青
年
海
外
協
力
協
会

　

℡
（
０
６
）
６
３
７
５
‐
２
２
２
４
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広報しんおんせん（10月号）

10 月号
vol.85

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H24（2012）.10.11

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　 （

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
※

機
種

に
よ

り
一

部
ご

覧
に

な
れ

な
い

ペ
ー

ジ
が

あ
り

ま
す

。
 広

報
し

ん
お

ん
せ

ん
は

、
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●
　10月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,391 人 （－ 52）

　男 7,790 人 （－ 23）

　女 8,601 人 （－ 29）

世帯数 5,868 世帯 （－ 14）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

8 月 16 日～ 9 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 夫婦の氏名 届出日

個人住民税の納税について　第３期納期限　10 月 31 日（水）
　個人住民税は、県民税と町民税を合わせて町が課税し、納めていただく税です。給与所得
者と 65 歳以上の年金受給者は、給与や年金から特別徴収され、それ以外の方は町から送付す
る納税通知書により納めていただきます。

　～口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします～
兵庫県・新温泉町

＊問合せ　税務課　℡ 82-3113


